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中
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洋
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に
お
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れ
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。
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、
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し
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に
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来
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類
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を
進
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世
界
に
拡
が
っ
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岸
と
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う
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行
帯
で
暮
ら
し
た
人
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多
く
の
先
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学
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集
民
と
農
耕
民
を
区
別
し
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採
集
と
農
耕
を
並
行
し
て
お
こ
な
って
い
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々
の
存
在
を
認
め
よ
う
と
し
な
い
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器
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岸
部
の
豊
か
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43

沿
岸
に
暮
ら
し
た
人
々
は
豊
か
な
資
源
を
享
受
し
、
文
化
を
育
ん
だ
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や
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に
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と
呼
ん
だ
。
古
代
で
は
、
大
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は
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の
集
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と
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え
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て
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の
交
易
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古
代
ギ
リ
シ
ャ
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は
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島
を
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陸
に
も
海
に
も
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す
る
も
の
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と
考
え
た
。

地
中
海
の
制
海
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ロ
ー
マ
帝
国
の
植
民
都
市
は
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大
陸
に
お
け
る
「
島
々
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で
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る
。
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で
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で
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制
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は
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混
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は
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、
海
は
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は
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そ
れ
ら
の
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界
で
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の
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界
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物
の
種
や
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を
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に
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せ
て
海
を
進
み
、
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し
た
さ
き
ざ
き
で
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自
の
文
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再
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を
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よ
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も
う
と
し
た
。

湿
地
の
仲
間
、
水
辺
の
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104
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々
は
、
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に
水
路
と
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を
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り
め
ぐ
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せ
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と
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を
行
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も
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を
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で
は
半
農
半
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の
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活
が
営
ま
れ
る
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う
に
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、
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と
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両
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の
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用
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が
徴
収
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れ
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移
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の
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119
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開
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が
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の
環
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を
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し
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が
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岸
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礎
と
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る
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大
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植
者
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は
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ー
ロッ
パ
人
の
世
界
認
識
を
持
ち
込
ん
だ
。
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り
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せ
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、
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え
ま
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く
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わ
る
も
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よ
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と
再
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変
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を
象
徴
す
る
。
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と
は
不
安
定
な
も
の	
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前
近
代
に
お
い
て
、
文
明
を
支
え
る
も
の
は
水
だ
っ
た
。
そ
し
て
「
海
岸
線
」
が
生
ま
れ
た
。

沿
岸
を
線
に
す
る	

159
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々
は
実
利
目
的
で
自
然
を
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り
変
え
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沿
岸
を
改
造
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そ
の
営
み
の
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史
を
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し
て
いっ
た
。

沿
岸
を
造
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に
も
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う
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が
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ま
れ
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内
陸
の
開
発
が
進
み
、
沿
岸
に
は
港
湾
都
市
が
築
か
れ
、
沿
岸
は
陸
か
ら
海
へ
と
出
て
い
く
通
過
地

点
に
す
ぎ
な
く
な
っ
た
。

波
止
場
地
区
の
形
成	
171

職
業
の
分
化
が
進
み
、
船
乗
り
は
専
業
に
な
っ
た
。
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海
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あ
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海
の
発
見
は
二
度
に
わ
た
る
。
一度
目
は
、
未
知
の
陸
地
を
求
め
た
大
航
海
時
代
だ
っ
た
。
二
度
目
の
発

見
で
は
、
海
は
独
自
の
歴
史
や
地
理
を
持
つ
三
次
元
的
な
生
物
と
な
っ
た
。

海
は
次
第
に
好
き
に
な
る
味	

200

か
つ
て
恐
れ
ら
れ
忌
み
嫌
わ
れ
た
海
は
、
文
化
の
中
心
に
位
置
す
る
よ
う
に
な
って
いっ
た
。

新
し
い
水
平
線	

205

海
は
、
陸
の
人
間
が
自
己
を
映
す
た
め
に
使
う
鏡
と
な
っ
た
。
象
徴
や
隠
喩
と
し
て
、
文
化
に
君
臨

す
る
よ
う
に
な
っ
た
。

海
が
荒
野
に
な
っ
た
経
緯	

210

陸
上
に
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
は
な
く
な
り
、
海
が
新
し
い
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
に
な
っ
た
。

養
生
の
場
だ
っ
た
浜ビ
ー
チ辺	

219

沿
岸
に
は
、
観
光
客
た
ち
が
集
ま
る
よ
う
に
な
っ
た
。

空
虚
の
可
能
性	
227

海
辺
の
空
虚
さ
は
、
そ
の
ま
ま
開
発
の
可
能
性
で
あ
っ
た
。
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崇
拝
さ
れ
る
場
所
に
な
っ
た
浜
辺	

232

あ
わ
た
だ
し
い
現
代
生
活
か
ら
逃
れ
る
に
は
、
海
辺
で
過
ご
す
の
が一番
だ
と
考
え
ら
れ
た
。

海
を
な
が
め
る	

235

人
々
は
空
虚
な
浜
辺
で
、
い
つ
ま
で
も
純
粋
な
海
を
眺
め
つ
づ
け
た
。
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わ
れ
わ
れ
は
あ
る
意
味
で
は
、
沿
岸
と
よ
り
多
く
関
わ
り
を
持
つ
よ
う
に
な
っ
て
い
る
が
、
同
時
に
沿
岸

を
失
って
も
い
る
。

失
わ
れ
た
沿
岸	

247

現
代
生
活
に
伴
う
喪
失
感
は
、
沿
岸
に
投
影
さ
れ
る
。

無
国
籍
な
漁
業	

251

漁
業
は
巨
大
な
産
業
と
な
っ
た
。
漁
船
は
世
界
規
模
の
航
海
を
し
、
海
産
資
源
を
求
め
つ
づ
け
る
。

沿
岸
で
は
な
く
、
大
規
模
港
に
寄
港
す
る
。

港
湾
の
衰
退	

255

船
着
場
と
し
て
の
港
町
は
衰
退
し
て
いっ
た
。
そ
し
て
、ウ
ォ
ー
タ
ー
フ
ロ
ン
ト
と
し
て
再
開
発
さ
れ
た
。

人
の
手
で
造
り
変
え
ら
れ
た
沿
岸	

259

ウ
ォ
ー
タ
ー
フ
ロ
ン
ト
は
完
全
に
陸
の一部
に
な
り
、
接
点
で
も
通
過
地
点
で
も
な
く
な
っ
た
。

沿
岸
の
天
国
と
地
獄	

268

わ
れ
わ
れ
が
サ
メ
に
対
し
て
抱
く
恐
怖
は
、
海
と
の
つ
な
が
り
を
失
っ
た
都
市
工
業
化
の
結
果
で
あ
る
。

防
壁
か
ら
荒
廃
へ	
274
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険	
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か
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て
の
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の
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こ
の
半
世
紀
、
沿
岸
部
への
移
住
は
つ
づ
き
、
こ
れ
ほ
ど
の
短
期
間
で
の
大
規
模
な
人
の
移
動
は
、
人
類

史
上
に
類
を
見
な
い
。

不
動
産
の
時
代	

286

海
岸
の
不
動
産
は
有
望
な
投
資
物
件
と
な
り
、
環
境
を
犠
牲
に
し
て
人
間
の
富
を
増
や
す
場
所
に
なった
。

過
去
か
ら
学
ぶ	

292

天
災
の
歴
史
は
、
人
間
の
適
応
力
に
関
す
る
有
益
な
教
訓
を
与
え
て
く
れ
る
。

土
の
塊
か
た
ま
りを

海
に
浸
す	

297

自
然
を
乗
り
越
え
る
方
法
は
、
征
服
し
よ
う
と
せ
ず
、
た
だ
従
う
こ
と
だ
。
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沿
岸
。
沿
岸
は
さ
ま
ざ
ま
な
形
で
存
在
す
る
。
こ
の
世
界
で
暮
ら
す
者
は
み
な
、
自

分
自
身
と
世
界
の
間
に
沿
岸
、
境
界
、
境
界
線
、
移
行
帯
を
持
っ
て
い
る（１）。

―
― 

作
家
ジ
ョ
ン
・
Ａ
・
マ
ー
レ
イ

『The Seacoast Reader

』
よ
り

世
界
各
地
で
沿
岸
部
へ
の
移
住
が
つ
づ
き
、
過
去
最
大
規
模
の
人
口
移
動
が
起
こ
っ
て
い
る
。
世
界
の
人
口
の
半
分

が
、
海
か
ら
一
二
〇
マ
イ
ル
［
約
一
九
〇
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
］
の
範
囲
内
に
暮
ら
す
。
ア
メ
リ
カ
で
は
こ
の
三
〇
年
で
、
沿

岸
部
の
人
口
が
約
三
〇
パ
ー
セ
ン
ト
も
増
加
し
て
い
る
。
沿
岸
域
と
呼
ば
れ
る
区
域
は
、
ア
メ
リ
カ
の
国
土
面
積
の
わ
ず

か
一
五
パ
ー
セ
ン
ト
だ
が
、
人
口
の
五
三
パ
ー
セ
ン
ト
が
暮
ら
す
。
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
、
南
ア
メ
リ
カ
、
ア
ジ
ア
、
ヨ
ー

ロ
ッ
パ
で
も
同
様
の
現
象
が
見
ら
れ
る
。
沿
岸
部
に
人
口
が
集
中
し
て
い
な
い
の
は
ア
フ
リ
カ
だ
け
だ
が
、
そ
れ
で
も
沿

岸
部
の
人
口
は
増
加
を
つ
づ
け
、
特
に
都
市
部
の
人
口
が
急
増
し
て
い
る
。
い
ま
や
わ
れ
わ
れ
は
物
理
的
に
、
そ
し
て
精

神
的
に
も
、
陸
と
海
の
境
界
に
暮
ら
し
て
い
る
。
人
類
史
上
最
大
規
模
の
人
口
移
動
を
経
験
し
、
わ
れ
わ
れ
は
沿
岸
と
い

う
環
境
に
文
化
的
に
適
応
し
て
い
る
過
程
に
あ
り
、
極
め
て
重
要
な
時
期
に
身
を
お
い
て
い
る
（
２
）。

わ
た
し
が
生
き
て
き
た
歳
月
を
ふ
り
か
え
っ
て
も
、
沿
岸
部
は
他
の
地
勢
と
く
ら
べ
て
著
し
く
変
化
し
て
い
る
。
陸
の
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人
間
に
よ
る
沿
岸
部
の
植
民
地
化
は
海
洋
環
境
を
大
き
く
変
え
て
お
り
、
加
え
て
沿
岸
部
の
地
域
社
会
の
性
質
を
も
大
き

く
変
え
た
。
沿
岸
は
そ
こ
に
住
む
人
々
だ
け
で
な
く
内
陸
に
住
む
人
々
に
も
、
ま
っ
た
く
新
し
い
意
味
を
持
ち
は
じ
め

て
い
る
。
内
陸
に
住
む
人
々
も
海
に
ま
す
ま
す
意
識
を
向
け
て
い
る
か
ら
だ
。
現
代
で
は
誰
も
が
み
なcoastal

（
沿
岸

の
、
沿
岸
に
関
係
し
て
い
る
）
だ
と
い
え
よ
う
。
わ
れ
わ
れ
は
沿
岸
に
住
む
だ
け
で
な
く
、
沿
岸
と
結
び
つ
け
て
思
考
す

る
。
沿
岸
は
実
際
の
地
理
で
あ
り
、
象
徴
化
さ
れ
た
地
理
で
も
あ
る
。

わ
た
し
の
人
生
も
、
こ
の
大
規
模
な
海
へ
の
回
帰
を
小
規
模
な
が
ら
た
ど
っ
て
い
る
。
わ
た
し
は
ニ
ュ
ー
ジ
ャ
ー
ジ
ー

州
で
生
ま
れ
、
幼
い
こ
ろ
は
よ
く
家
族
で
海
岸
に
出
か
け
た
。
だ
が
、
幼
少
期
と
青
年
期
の
大
半
を
内
陸
で
過
ご
し
、
結

婚
し
て
息
子
が
ふ
た
り
生
ま
れ
た
あ
と
よ
う
や
く
、
メ
イ
ン
州
沿
岸
の
小
さ
な
島
で
夏
を
過
ご
す
よ
う
に
な
っ
た
。
当
時

は
気
づ
か
な
か
っ
た
が
、
い
ま
思
え
ば
、
わ
た
し
は
非
常
に
重
要
な
歴
史
的
変
化
の
中
に
身
を
お
い
て
い
た
の
だ
。
現
在

は
一
年
の
大
半
を
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
の
ベ
イ
・
エ
リ
ア
で
暮
ら
し
、
夏
は
メ
イ
ン
州
で
過
ご
す
。bicoastal

（
東
海

岸
と
西
海
岸
の
両
方
に
生
活
拠
点
を
持
つ
）
と
呼
ば
れ
る
人
間
の
ひ
と
り
で
あ
る
。

こ
の
立
場
に
い
る
こ
と
は
わ
た
し
に
と
っ
て
、
そ
し
て
社
会
に
と
っ
て
何
を
意
味
す
る
の
か
を
把
握
す
る
の
に
半
世
紀

も
か
か
っ
た
。
そ
し
て
い
ま
も
、coastal

と
い
う
形
を
日
々
発
見
し
て
い
る
。
メ
イ
ン
州
の
島
で
夏
を
過
ご
す
た
び
に
、

自
分
と
海
の
関
係
が
、
海
で
生
計
を
立
て
る
島
民
た
ち
と
海
の
関
係
と
あ
ま
り
に
も
ち
が
う
こ
と
を
痛
感
さ
せ
ら
れ
る
。

そ
れ
で
も
わ
た
し
は
よ
う
や
く
、
沿
岸
に
住
む
こ
と
と
沿
岸
と
共
存
す
る
こ
と
の
ち
が
い
が
わ
か
る
よ
う
に
な
り
、
た
だ

沿
岸
で
居
住
す
る
人
々
と
、
居
住
す
る
だ
け
で
な
く
沿
岸
と
い
う
環
境
と
何
世
代
に
も
わ
た
っ
て
関
わ
っ
て
き
た
人
々
を

区
別
し
て
考
え
る
よ
う
に
な
っ
た
。
そ
し
て
島
民
た
ち
が
、
自
分
た
ち
は
わ
た
し
の
よ
う
な
「
外
か
ら
来
た
」
人
間
と
は
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ち
が
う
ん
だ
と
訴
え
て
い
る
こ
と
に
気
づ
き
、
ま
た
そ
う
し
た
く
な
っ
た
気
持
ち
を
理
解
で
き
る
よ
う
に
も
な
っ
た
（
３
）。

レ
イ
チ
ェ
ル
・
カ
ー
ソ
ン
は
名
著
『
わ
れ
ら
を
め
ぐ
る
海
』
で
こ
う
記
し
て
い
る
。
す
べ
て
の
生
物
は
海
か
ら
は
じ

ま
っ
た
。
の
ち
に
い
く
つ
か
の
生
物
は
陸
に
住
む
よ
う
に
な
り
、
中
に
は
ク
ジ
ラ
や
ア
ザ
ラ
シ
の
よ
う
に
海
に
帰
る
生
物

も
い
た
。「
結
局
、
人
類
も
海
に
帰
る
道
を
見
出
し
た
」。
物
理
的
に
帰
っ
た
の
で
は
な
く
、「
精
神
的
に
、
ま
た
想
像
の

力
で
再
び
海
に
帰
っ
た
」。
カ
ー
ソ
ン
は
こ
う
し
て
科
学
者
と
し
て
、
天
賦
の
才
能
を
持
つ
作
家
と
し
て
、
み
ご
と
に
海

に
帰
っ
た
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、
何
百
万
人
も
の
読
者
を
海
辺
に
導
き
、
海
岸
線
の
両
側
に
広
が
る
貴
重
な
環
境
を
再
発

見
さ
せ
た
。
わ
た
し
は
歴
史
学
者
と
し
て
、
同
じ
こ
と
を
お
こ
な
い
た
い
。
た
だ
し
わ
た
し
は
、
自
ら
の
使
命
を
沿
岸
の

現
在
と
過
去
を
隔
て
る
時
間
を
超
え
る
こ
と
だ
と
認
識
し
て
い
る
（
４
）。

沿
岸
と
沿
岸
で
暮
ら
し
て
き
た
人
々
に
つ
い
て
書
く
こ
と
は
、
驚
き
と
発
見
に
満
ち
た
素
晴
ら
し
い
心
の
旅
で
あ
っ
た
。

そ
の
多
く
は
、
ア
ー
カ
デ
ィ
ア
国
立
公
園
が
見
え
る
こ
の
小
さ
な
島
か
ら
生
ま
れ
た
。
こ
こ
に
い
る
と
、
海
岸
線
も
時
間

も
容
易
に
超
え
ら
れ
る
。
こ
の
島
の
墓
地
に
は
、
こ
の
二
〇
〇
年
間
の
島
の
命
と
死
が
記
録
さ
れ
て
い
る
。
わ
た
し
た
ち

が
こ
こ
で
夏
を
過
ご
す
家
は
一
九
世
紀
に
船
長
が
暮
ら
し
て
い
た
も
の
だ
が
、
メ
イ
ン
州
の
著
名
な
作
家
ル
ー
ス
・
ム
ー

ア
も
か
つ
て
こ
の
家
で
暮
ら
し
て
い
る
。
ム
ー
ア
は
陸
と
海
を
熟
知
し
て
い
た
。
ム
ー
ア
の
詩
は
沿
岸
の
永
続
的
な
特
徴

だ
け
で
な
く
、
何
千
年
も
の
間
に
起
こ
っ
た
大
き
な
変
化
も
と
ら
え
て
い
る
（
５
）。

最
初
に
こ
こ
に
や
っ
て
来
た
の
は　
ア
メ
リ
カ
先
住
民
だ
っ
た

五
〇
〇
〇
年
以
上
も　
こ
こ
で
夏
を
過
ご
し
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海
辺
に
は　
彼
ら
が
捨
て
た
貝
殻
の
山
が
で
き
た

だ
が
開
拓
者
に
追
い
出
さ
れ
た

そ
こ
か
ら　
歴
史
と
い
う
概
念
が
持
ち
こ
ま
れ

書
き
残
さ
れ
た
記
録
に
は

開
拓
者
が
沿
岸
の
島
々
を
支
配
し
は
じ
め
た
の
は

せ
い
ぜ
い
四
〇
〇
年
前
だ
と
さ
れ
て
い
る

い
ま
は
不
動
産
の
時
代
だ

一
棟
が
数
十
万
ド
ル
も
す
る

コ
ン
ド
ミ
ニ
ア
ム
が
立
ち
並
ぶ

「
海
沿
い
は
一
等
地
」
だ

開
発
業
者
の
時
代
の
次
に
は　
ど
ん
な
時
代
が
来
る
の
か

人
間
は
言
葉
に
す
る
こ
と
が
で
き
な
い

だ
が　
言
葉
を
持
た
な
い
沿
岸
の
島
々
は
知
っ
て
い
る

そ
し
て
い
つ
の
時
代
も　
み
ご
と
に
対
処
す
る



序論

5

こ
の
沿
岸
で
は
、
過
去
は
い
ま
も
生
き
て
い
る
。
実
際
に
は
、
ア
メ
リ
カ
先
住
民
は
こ
の
沿
岸
か
ら
出
て
い
っ
て
は
い

な
い
。
西
暦
か
ら
し
か
遡
る
こ
と
は
で
き
な
い
が
、
貝
塚
を
残
し
た
先
住
民
の
子
孫
は
毎
夏
こ
こ
に
も
ど
り
、
潮
干
狩
り

と
シ
カ
狩
り
を
お
こ
な
っ
て
い
る
。
そ
し
て
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
か
ら
の
入
植
者
の
子
孫
が
加
わ
り
、
い
ま
も
魚
や
貝
を
と
り
、

古
代
と
あ
ま
り
変
わ
ら
な
い
方
法
で
船
を
つ
く
る
。
こ
の
沿
岸
で
は
、
毎
年
夏
に
や
っ
て
来
る
郊
外
の
人
々
で
さ
え
魚
や

貝
を
と
っ
た
り
栽
培
を
お
こ
な
い
、
そ
の
方
法
は
石
器
時
代
と
あ
ま
り
変
わ
ら
な
い
。

こ
の
よ
う
な
継
続
性
は
メ
イ
ン
州
の
沿
岸
の
あ
ち
ら
こ
ち
ら
で
見
ら
れ
る
が
、「
つ
な
ぎ
」
の
役
割
を
果
た
し
て
い
る

も
の
は
特
に
見
当
た
ら
な
い
。
こ
の
島
で
夏
を
過
ご
す
よ
う
に
な
っ
て
半
世
紀
に
な
る
が
、
わ
た
し
は
自
分
が
こ
こ
の
自

然
や
人
類
の
歴
史
を
あ
ま
り
に
も
知
ら
な
か
っ
た
こ
と
に
愕
然
と
し
た
。
理
由
の
ひ
と
つ
は
、
歴
史
学
を
専
門
に
学
ん
で

き
た
こ
と
に
よ
っ
て
、
わ
た
し
の
目
が
曇
っ
て
い
た
こ
と
だ
。
沿
岸
と
は
歴
史
の
は
じ
ま
り
や
終
わ
り
を
示
す
場
所
、
出

発
点
と
し
て
の
み
注
目
す
る
場
所
と
し
て
扱
う
よ
う
教
え
ら
れ
て
き
た
か
ら
で
あ
る
。
だ
か
ら
歴
史
学
者
は
海
よ
り
陸

を
、
沿
岸
の
人
々
よ
り
内
陸
の
人
々
を
優
先
す
る
よ
う
に
な
る
。
だ
が
そ
れ
は
、
歴
史
学
者
に
限
っ
た
こ
と
で
は
な
い
。

カ
ー
ソ
ン
が
海
辺
と
い
う
新
し
い
分
野
を
切
り
開
い
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
環
境
問
題
専
門
家
は
い
ま
だ
に
足
踏
み
を
し
、

カ
ー
ソ
ン
の
挑
戦
を
受
け
継
い
で
「
精
神
的
に
、
想
像
の
力
で
」
探
求
を
進
め
る
こ
と
も
、
沿
岸
と
い
う
枠
か
ら
歴
史
を

見
る
こ
と
も
し
て
い
な
い
か
ら
だ
。
沿
岸
の
動
植
物
の
運
命
は
危
惧
す
る
が
、
沿
岸
と
い
う
生
態
環
境
の
中
の
人
類
と
い

う
要
素
、
つ
ま
りH

om
o littoralis

（
沿
岸
人
類
）
に
は
無
関
心
で
あ
る
。
沿
岸
人
類
の
歴
史
は
沿
岸
の
歴
史
と
切
り

離
す
こ
と
は
で
き
な
い
。
わ
れ
わ
れ
の
誰
も
が
、
深
刻
な
健
忘
症
を
わ
ず
ら
っ
て
い
る
の
だ
。
沿
岸
は
ふ
た
つ
の
生
態
系

が
重
な
っ
たecotone

（
移
行
帯
）
と
呼
ば
れ
る
特
別
な
場
所
で
あ
る
こ
と
も
、
沿
岸
は
ホ
モ
・
サ
ピ
エ
ン
ス
の
お
も
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な
生
息
地
で
あ
り
、
そ
の
あ
と
の
人
類
の
歴
史
の
中
心
地
に
な
っ
て
き
た
こ
と
も
忘
れ
て
し
ま
っ
て
い
る
（
６
）。

太
古
の
昔
、
沿
岸
が
大
部
分
の
人
類
の
故
郷
だ
っ
た
時
代
が
あ
り
、
当
然
、
そ
こ
に
は
帰
属
意
識
が
存
在
し
、
当
時
の

沿
岸
は
周
縁
と
い
う
よ
り
世
界
の
中
心
だ
っ
た
。
だ
が
今
日
で
は
大
陸
や
島
の
端
と
み
な
さ
れ
、
沿
岸
の
中
と
い
う
よ
り
、

沿
岸
沿
い
に
居
住
す
る
と
い
う
感
覚
が
浸
透
し
て
い
る
。
現
代
の
人
間
と
沿
岸
の
関
係
は
、
沿
岸
を
知
ら
な
い
者
と
沿
岸

の
関
係
だ
と
い
え
る
。
沿
岸
で
何
千
年
も
暮
ら
し
な
が
ら
も
、
人
間
は
沿
岸
や
海
と
共
存
す
る
方
法
を
忘
れ
て
い
る
か
ら

だ
。
沿
岸
で
の
居
住
が
容
易
に
な
っ
た
の
で
は
な
い
。
過
去
に
も
海
面
上
昇
、
魚
の
乱
獲
、
海
水
汚
染
は
起
こ
っ
て
お
り
、

沿
岸
の
住
人
は
常
に
自
然
災
害
や
人
災
に
直
面
し
て
き
た
。
そ
し
て
試
行
錯
誤
を
繰
り
返
し
、
こ
の
過
酷
な
環
境
に
物
理

的
に
も
文
化
的
に
も
対
処
し
て
き
た
の
だ
。
だ
が
現
在
、
沿
岸
を
取
り
巻
く
脅
威
は
規
模
も
頻
度
も
か
つ
て
な
く
増
大
し
、

そ
こ
に
沿
岸
の
住
人
の
大
部
分
が
環
境
を
破
壊
し
な
い
で
暮
ら
す
方
法
を
知
ら
な
い
と
い
う
現
実
も
加
わ
っ
て
、
事
態
は

複
雑
に
な
っ
て
い
る
。
ま
ず
、
気
候
変
動
の
メ
カ
ニ
ズ
ム
を
解
明
す
る
こ
と
が
急
務
だ
。
だ
が
そ
れ
だ
け
で
な
く
、
沿
岸

が
周
縁
で
は
な
く
中
心
だ
っ
た
時
代
、
滞
在
よ
り
居
住
す
る
場
所
だ
っ
た
時
代
か
ら
受
け
継
が
れ
て
き
た
適
応
方
法
を
知

り
、
活
用
す
る
こ
と
も
不
可
欠
で
あ
る
（
７
）。

海
と
沿
岸
に
精
通
す
る
作
家
ジ
ェ
イ
ム
ズ
・
ハ
ミ
ル
ト
ン–

パ
タ
ー
ソ
ン
は
、
著
書
『
７
／
１
０ 

（
セ
ブ
ン
テ
ン
ス
）

―
―
海
の
自
然
誌
』
で
「
わ
れ
わ
れ
は
故
郷
を
な
く
し
て
し
ま
い
、
そ
こ
に
帰
る
方
法
さ
え
知
ら
な
い
」
と
自
ら
の
見
解

を
記
し
て
い
る
。
わ
た
し
は
そ
こ
ま
で
悲
観
的
で
は
な
い
。
そ
う
で
な
け
れ
ば
、
何
十
万
年
も
の
時
を
超
え
、
北
ア
メ
リ

カ
や
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
だ
け
で
な
く
、
遠
く
ア
フ
リ
カ
や
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
、
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
、
日
本
、
タ
ス
マ
ニ
ア
の

沿
岸
に
ま
で
及
ぶ
旅
を
は
じ
め
た
り
し
な
か
っ
た
だ
ろ
う
。
カ
ー
ソ
ン
は
「
海
の
端
は
と
ら
え
ど
こ
ろ
が
な
く
定
義
で
き
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な
い
境
界
」
だ
と
警
告
し
た
。
現
代
で
は
沿
岸
の
物
理
的
性
質
が
た
え
ず
変
化
し
て
い
る
だ
け
で
な
く
、
沿
岸
の
住
人
が

多
様
化
す
る
と
と
も
に
、
沿
岸
の
在
り
方
も
多
様
化
し
て
い
る
。
い
ま
こ
そ
わ
れ
わ
れ
は
、
人
間
が
沿
岸
と
共
存
し
て
き

た
す
べ
て
の
方
法
を
掘
り
起
こ
し
、
二
〇
万
年
以
上
に
も
及
ぶ
歴
史
を
発
見
す
る
必
要
が
あ
る
。
先
史
時
代
の
漁
労
採
集

民
、
古
代
の
イ
ン
ド
洋
や
地
中
海
の
船
乗
り
、
オ
ラ
ン
ダ
と
い
う
土
地
に
干
拓
地
を
つ
く
っ
た
人
々
、
ロ
ン
グ
ア
イ
ラ
ン

ド
の
砂
浜
を
熟
知
し
た
地
元
民
な
ど
、
沿
岸
で
暮
ら
し
た
祖
先
か
ら
学
ぶ
べ
き
教
訓
が
あ
る
（
８
）。

こ
の
旅
を
は
じ
め
た
と
き
、
こ
れ
ほ
ど
古
く
ま
で
時
を
遡
り
、
こ
れ
ほ
ど
遠
く
ま
で
空
間
を
超
え
、
こ
の
よ
う
に
ユ

ニ
ー
ク
な
世
界
史
が
で
き
あ
が
る
と
は
予
測
し
て
い
な
か
っ
た
。
そ
し
て
旅
を
進
め
る
う
ち
に
、
驚
く
べ
き
事
実
も
見
え

て
き
た
。
真
の
エ
デ
ン
の
園
は
内
陸
で
は
な
く
沿
岸
に
あ
り
、
ホ
モ
・
サ
ピ
エ
ン
ス
は
陸
と
海
が
出
会
う
沿
岸
と
い
う
移

行
帯
で
進
化
し
た
周
辺
種
だ
と
考
え
る
の
が
妥
当
で
あ
る
。
ま
た
、
石
器
時
代
か
ら
グ
ロ
ー
バ
ル
化
が
進
ん
だ
現
代
に
至

る
ま
で
、
新
し
い
こ
と
は
常
に
沿
岸
の
住
人
に
よ
っ
て
は
じ
め
ら
れ
、
変
化
は
内
陸
で
は
な
く
沿
岸
で
発
生
し
て
き
た
こ

と
も
判
明
し
た
。
そ
の
結
果
、
わ
た
し
は
内
陸
中
心
の
歴
史
を
覆
す
こ
と
が
必
要
だ
と
い
う
確
信
を
強
め
た
。
そ
れ
は
従

来
の
陸
地
中
心
の
歴
史
と
、
深
海
中
心
の
海
洋
研
究
へ
の
挑
戦
を
意
味
す
る
が
、
絶
対
に
お
こ
な
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

こ
と
で
あ
る
。
本
書
で
は
、
沿
岸
の
歴
史
を
六
つ
の
時
代
に
分
け
て
分
析
し
て
い
る
。
人
類
が
ア
フ
リ
カ
の
内
陸
部
か
ら

最
初
に
海
に
も
ど
っ
た
と
き
を
起
点
と
し
、
世
界
の
沿
岸
に
存
在
し
て
き
た
継
続
と
変
化
を
掘
り
起
こ
し
、
ひ
と
つ
ひ
と

つ
に
光
を
当
て
て
い
る
。

図
１
の
看
板
は
、
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
州
の
シ
ー
ラ
ン
チ
と
い
う
リ
ゾ
ー
ト
地
の
断
崖
に
立
っ
て
お
り
、
海
を
な
が
め
よ

う
と
訪
れ
た
観
光
客
を
迎
え
る
。
シ
ー
ラ
ン
チ
は
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
北
部
の
海
沿
い
の
、
雄
大
な
太
平
洋
を
の
ぞ
む
位



8

置
に
あ
る
。
二
〇
〇
七
年
四
月
の
快
晴
の
日
の
午

後
、
わ
た
し
は
こ
の
看
板
に
出
く
わ
し
、
し
ば
ら

く
足
が
止
ま
っ
た
。
そ
の
あ
と
何
週
間
も
こ
の

「
海
に
背
を
向
け
て
は
い
け
ま
せ
ん
」
と
い
う
警

告
が
頭
か
ら
離
れ
ず
、
何
か
を
語
り
か
け
て
い
る

よ
う
に
思
え
て
な
ら
な
か
っ
た
。
そ
し
て
い
つ
し

か
、
わ
れ
わ
れ
人
間
と
海
と
の
複
雑
な
関
係
を
解

明
し
た
い
と
い
う
探
求
心
が
湧
き
、
歴
史
学
者
の

大
部
分
が
足
を
踏
み
い
れ
た
こ
と
の
な
い
時
空
を
、

こ
う
し
て
駆
け
め
ぐ
る
こ
と
に
な
っ
た
。

本
書
を
書
き
進
め
る
中
で
、
わ
た
し
は
沿
岸
が

ホ
モ
・
サ
ピ
エ
ン
ス
の
真
の
故
郷
で
あ
る
こ
と
を

知
っ
た
。
人
類
と
沿
岸
の
関
係
は
こ
の
二
〇
万
年

で
著
し
く
変
化
し
て
い
る
が
、
人
類
は
誕
生
時
か

ら
現
在
に
至
る
ま
で
ず
っ
と
、
沿
岸
と
離
れ
る
こ

と
は
で
き
な
い
で
い
る
。
沿
岸
は
人
類
の
形
成

に
お
い
て
極
め
て
重
要
な
役
割
を
果
た
し
、
一

図 1　シーランチの断崖に立つ看板、カリフォルニア州。（写真は著者提供）
［訳註］ 「注意   ：   高波あり、 崖崩れあり、 海に背を向けてはいけません」と書かれてい
る。
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方
、
わ
れ
わ
れ
人
類
も
沿
岸
を
現
在
の
状
態
に
変
え
た
。
こ
の
相
互
依
存
を
明
確
に
示
す
た
め
に
、
こ
の
考
察
を
「The 

H
um

an Shore

（
人
類
の
沿
岸
）」
と
名
づ
け
る
こ
と
に
し
た
。
こ
れ
は
共
進
化
と
共
創
造
の
物
語
だ
。
地
球
の
環
境

危
機
が
叫
ば
れ
る
現
代
、
わ
れ
わ
れ
は
陸
と
海
が
出
会
う
人
類
の
真
の
故
郷
に
帰
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
沿
岸
に
住
む

だ
け
で
な
く
、
沿
岸
と
共
存
す
る
こ
と
を
学
ば
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
う
し
な
け
れ
ば
、
わ
れ
わ
れ
の
存
続
も
沿
岸
の

存
続
も
不
可
能
で
あ
る
。




